






要約:平成 7 年度より HBV 母子感染予防方法が改定されたが、地域の産婦人科医がこの改

定をどの程度理解しているかを調べるために、東京都大田区の産婦人科医にアンケート調

査を実施し次の結果を得た。

1)調査回答施設の出生数は 3,  820 で、区内の出生の約 90%を占めていた。

2) 22 施設中 8施設(36.  4%)が今回の改定を知らなかったと回答した。

3)改定に関する知識は日本産婦人科医会の会報あるいは地区産婦人科医会から得ているも

のが多かったが、他の医師からの情報も重要であった。

4)比較的限られた施設で行われる分娩が多くなり、小児科医が新生児診察に関与する比率

が高くなっていた(93.  6%)。

5) HBV 予防方法の周知徹底を図る方法を検討する必要があることが明らかになった。


